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図 1.1に,第 2章から第 5章での記述内容と各研究分野の関係を示す｡
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ある待 ち行列系 において,システムに到着す る トランザ クシ ョンは,時刻
′ヽ
iTq,q=1,2,･･･ト レー トa(i)(,0)で到着するポアソン点過程,本システム中に消滅










A(i)=Z l{i.St,, q-1,2,･･ (2.9)















































































































































































? ? ? ??? ?
･(弓)




































































































calculation(C'-30pk/see) results for the ,transit
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ここで,各ルー トにおける消滅 トランザクションのレー トをCi'(t)と置くと,この
C:(i)は各ルー トにおける待ち行列のパラメータ(例えば,deadtimeTi, サービスレ
ー トFL,･･･)に依存するものとし,その消滅確率(ロス確率)をP(q)i(i))と表す｡ただし,
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Ialp,Y,α (tl ,t] I2 ≦K 7(1･Il-,α(i-)] L2)
ただし,Kは定数である｡
(F .7 )
が成立するものとする｡以上の様な仮定のもとで(F.5)式は,伊藤型確率微分方程式となる｡さ
らに,(5.10)式の動的モデル〟da(i)-芸Qz･(i)α(i-)df(S,ilp,Y,α(t-),t]
〟
α(i)-芸Qi(t榊 ~)I(S,L･[']
において原式は
(F.8)
(F.9)
と表される｡
この時,α(i)はポアソン過程のレートであるからFt"を桓(i)Lo≦,≦小 こより生成されたO -
加法族とする.この時,b(i))は,Ft"に適合する確率過程であり
M(i)=A(i)-α(i-)iI(,[･h (F.10)
によりマルチンゲ-ルを定義する｡
ここで,I(S,[･]は,(F･5)式の解過程である.さらに,b(i))はポアソン過程であるから
Eh(i)-A(て)JF,")-E(A(i)-A(,))
-ja(T~)fl･匝
E(M(i)fFt")-E(A(i)-A(I)IA(T)1F,")
-La(T~)fl･匝
-A(I)･Lα(I-)fl･PT
-La(i-)fl･P,
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(F.ll)
となる｡これより
-A(T)-ja(T-)fl･k,
-A(T)-α(T-)jfl･PT
(F.12)
が成り立つ｡このことは,(F.5)式の伊藤型確率微分方程式の解過程は連続であることから判
る｡
以上の様に(F.12)式によれば,匝(i))は F,"に適合したマルチンゲールであることが判る.
すなわち,(F.9)式の両辺はポアソン過程のレー トを表していることになる｡
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【付録 G】
本論において(5･45)I(5･54)式は･各ルートの獲得確率ベクトルの共分散α誹 ≠力
を無視したが,これを考慮すると先ず(5.45)式は
◎･-ユ[ETl･qF(a)HFo(&｡)D
¶
と表せる｡ただし,各ベクトルは
〇㌧ coli01',0'2,-･･･,¢L)
lE]-I
Ol･･････････････････01N
●●●●●●
●●●
ONl･････････ONN
(G.1)
(G.2)
(G.3)
DF(a)]=col(fl(q,1),f2(q'2),--･･,fN(q,N) (G.4)
DF.(&｡)]≡col(I.(q'.),fo(恥),-･-･,I.(q'.)) (G.5)
次に,(5.54)式は,
･･-品 一言lETlIDFSa2tgEl;lTl-DF(a,]) (G･6,
と表される｡ただし,detlETlはマトリックス[可1のマトリックス演算を表してい
る｡
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